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「福井しあわせ元気」
国体・大会まで

あと❺か月

「地域で取り組む環境美化」「地域で取り組む環境美化」
ホワイトザウルス広場（地域住民と村岡小児童による草刈り）ホワイトザウルス広場（地域住民と村岡小児童による草刈り）
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

未
来
創
造
課
ま
で

広
告

「心拍数」「脂肪の消費カロリー」を

目で見ながら
無料体験を
　ご予約下さい！

女性専用30分フィットネス 福井県勝山市沢町2丁目7-27 ハッピー商店街
☎0779ｰ88ｰ3821
営業時間：10時～12時30分、14時～18時
定 休 日：水、日、祝カロリロ 福井勝山店
福井県勝山市沢町2丁目 2 ピ 商店街

楽しい運動！

「かならずお返事
書くからね」

「しあわせの牛乳」
～牛もしあわせ！
おれもしあわせ！～

「本の
エンドロール」

ケイトリン・アリフィレンカ／著
ＰＨＰ研究所

佐藤　慧／著
ポプラ社

安藤　祐介／著
講談社

　アメリカの少女、ケイトリンは、学
校の課題として外国に住む同年代の
子と文通をすることに。それまで聞い
たこともないジンバブエという国の少
年、マーティンが文通相手になった。
１万キロの距離を越えて心を通わせ、
友だちとして支え合った感動の実話。

　岩手県にある「なかほら牧場」。一
年を通して放牧されている、日本でも
めずらしい牧場。牛たちは自然の草を
食べ、山でうんちをし、そのうんちを
栄養にして草が育つ。しあわせに生き
る牛たちと、牧場長・中洞さんの挑戦
の物語。

　印刷会社の営業・浦本学は就職説
明会で言った。「印刷会社はメーカー
です」営業、工場作業員、ＤＴＰオ
ペレーター、デザイナー…。印刷会
社全面協力のもと、一冊の本ができ
るまでの作業工程が分かりやすく描
かれ、奥付には載らない本造りの裏
方たちを描いたお仕事小説。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

広報かつやまに
広告を載せませんか？

お申し込みは未来創造課まで

掲載料金▶1枠　1万5,000円
　　　　　　（縦5.5cm×横8.5cm）
　　　　　2枠　3万円
　　　　　　（縦5.5cm×横18cm）



3 　　 広報かつやま5月号 №762

４つの市民運動で国体・大会を盛り上げよう！

「福井しあわせ元気」国体・大会　勝山市競技開催日程
競技名 開催日程 会　場

パラグライダー 9月1日㈯ スキージャム勝山
クレー射撃 9月13日㈭～ 17日（月･祝） 県立クレー射撃場
綱　引 9月22日㈯・23日（日･祝） ジオアリーナ
ウオーキング 9月30日㈰ 長尾山総合公園周辺
バドミントン 10月5日㈮～ 8日㈪ ジオアリーナ
バスケットボール（知） 10月13日㈯・14日㈰ ジオアリーナ

開
会
式
・
閉
会
式
の

観
覧
者
を
募
集

期 　

日
▼
国
体
総
合
開
会
式
９
月

29
日
㈯
・
閉
会
式
10
月
９
日
㈫
、

障
ス
ポ
開
会
式
10
月
13
日
㈯
・

閉
会
式
10
月
15
日
㈪

と 

こ
ろ
▼
福
井
運
動
公
園
９
・
９

８
ス
タ
ジ
ア
ム
（
県
営
陸
上
競

技
場
）

申 

込
方
法
▼
①
国
体
・
障
ス
ポ
Ｈ

Ｐ
②
申
込
用
紙
を
郵
送

※ 

申
込
用
紙
は
市
役
所
、
各
公
民

館
、県
庁（
各
合
同
庁
舎
な
ど
）、

県
内
市
町
窓
口
、
県
内
郵
便
局

な
ど
に
設
置

申
込
締
切
▼
６
月
11
日
㈪

　

① 

当
日
午
後
６
時

　

②
当
日
消
印
有
効

入
場
料
金
▼
国
体
総
合
開
会
式

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０
０

０
円
、
小
人
（
小
学
生
以
下
）

５
０
０
円

※
そ
の
他
は
無
料

定 　

員
▼
そ
れ
ぞ
れ
約
５
５
０
０

席
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

問 

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
２
０
１
０

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

昨
年
度
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
各
地
区
、
団
体
な
ど
に
は
花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
番

の
年
を
迎
え
、
市
で
は
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

　

各
地
区
、
団
体
、
市
民
の
手
で

ま
ち
を
お
花
で
飾
り
ま
し
ょ
う
。

各
ご
家
庭
で
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
貼
る
国
体
シ
ー

ル
を
ご
希
望
の

方
は
国
体
推
進

課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

８
月
中
旬
〜
下
旬
に
か
け
て
、

各
地
区
単
位
で
主
要
道
路
の
歩
道

の
除
草
を
行
う
環
境
美
化
活
動
を

行
い
ま
す
。
各
地
区
の
区
長
会
が

中
心
に
な
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
家
庭
で
も
家
の
前
の

草
取
り
や
ゴ
ミ

拾
い
で
、
ま
ち

を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

市
内
の
各
小
学
校
で
お
こ
さ
れ

た
火
を
集
火
し
、
市
内
各
10
地
区

を
く
ま
な
く
リ
レ
ー
す
る
炬
火
リ

レ
ー
を
８
月
26
日
㈰
に
行
い
ま

す
。

　

炬
火
が
お
近
く
を
通
る
際
に
は

沿
道
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。
コ
ー
ス
・
予
定
通
過
時
刻
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
は
６
種
目
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
「
チ
ー
ム
福
井
」
の
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
福
井
県
で
は
国
体
と
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
融
合
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
知
）
の
観
戦
も
積
極
的

に
お
願
い
し
ま
す
。
組
み
合
わ
せ

や
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問 

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
勝
山
市

実
行
委
員
会（
国
体
推
進
課
内
）

☎
88
‐
８
１
２
８

い
っ
ぱ
い
運
動

で
盛
り
上
げ

火
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
・
応
援
で
盛
り
上
げ

技
を
観
戦
し
て

盛
り
上
げ

境
美
化
活
動

で
盛
り
上
げ

花

炬競

環

50年ぶりの国体競技開催がいよいよ間近に50年ぶりの国体競技開催がいよいよ間近に
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
お
い

て
、
数
々
の
世
界
大
会
で
優
勝
を

重
ね
、
平
成
30
年
４
月
19
日
更
新

の
Ｂ
Ｗ
Ｆ
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
１
位
を
獲
得
し
た

山
口
茜
選
手
（
20
）
＝
平
泉
寺
町

小
矢
谷
出
身
＝
に
市
民
栄
誉
賞
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
で
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
と
な
っ
た
日
本
人
は
、
男

女
含
め
て
山
口
選
手
が
初
め
て
で

あ
り
、
そ
の
偉
業
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
民
栄
誉
賞
を
贈

呈
さ
れ
た
の
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

活
躍
し
た
三
屋
裕
子
氏
と
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
全
日
本
総
合
選
手
権
シ

ン
グ
ル
ス
２
年
連
続
３
回
の
優
勝

を
果
た
し
た
長
谷
川
博
幸
氏
の
２

人
で
す
。

　

山
岸
市
長
は
「
こ
の
快
挙
は
市

民
の
誇
り
。
東
京
五
輪
で
の
メ
ダ

ル
獲
得
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

山
口
選
手
は
「
勝
山
で
育
ち
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
と
し
て
の
土

台
を
作
れ
た
こ
と
が
自
分
に
と
っ

て
大
切
だ
っ
た
。
勝
山
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
応
援
で
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
井
国
体
や
東
京
五
輪

に
つ
い
て
は
「
生
で
見
て
も
ら
え

る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
元
気
に

楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
。
ま
だ
ま
だ

成
長
で
き
る
と
思
う
。
東
京
五
輪

に
向
け
て
強
く
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
来
ら
れ
た
市
民
か
ら
も

花
束
と
祝
福
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
い
つ
も
ふ
る
さ
と
を
忘
れ

な
い
、
地
元
の
み
ん
な
に
愛
さ
れ

る
山
口
選
手
の
今
後
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

34
年
ぶ
り
３
人
目
と
な
る

市
民
栄
誉
賞山岸市長より市民栄誉賞を贈呈

市民から祝福を受ける山口選手

て重のシ山小贈グ女あし呈選活ミンを人 34

５月１日、勝山市役所において

世界ランキング１位を
市民が祝う

　４月20日には、山口選手が女子シン
グルス世界ランキング１位となったこ
とを祝う会がジオアリーナで開催され
ました。会場には約50人の市民が集ま
り、喜びを分かち合いました。山口選
手からは「これからも良い報告ができ
るよう頑張ります」とコメントが寄せ
られました。
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平
成
29
年
度　

勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
平

成
29
年
度
に
受
け
付
け
た
相
談
は

３
５
６
件
（
苦
情
２
９
２
件
、
問

い
合
わ
せ
64
件
）
で
し
た
。

　

年
齢
別
の
相
談
件
数
は
、
60
歳

以
上
か
ら
の
相
談
が
2
2
4
件
で

相
談
者
の
約
6
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

苦
情
相
談
の
特
徴

• 

「
裁
判
す
る
と
書
か
れ
た
ハ
ガ

キ
が
届
く
」「
未
納
料
金
が
あ

る
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
く
」
と

い
っ
た
相
談
が
大
変
多
く
み
ら

れ
ま
し
た

• 

「
光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
強
引
な
電
話

勧
誘
」
に
関
す
る
相
談
は
昨
年

度
か
ら
引
き
続
き
あ
り
、
21
件

か
ら
25
件
と
微
増
で
し
た

• 

「
健
康
食
品
が
定
期
コ
ー
ス
で

送
ら
れ
て
き
て
解
約
で
き
な

い
」
と
い
う
相
談
が
12
件
あ
り

ま
し
た

　

市
で
受
け
た
消
費
者
相
談
は
、

広
報
お
知
ら
せ
版
で
毎
号
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

消
費
者
月
間
テ
ー
マ

「
と
も
に
築
こ
う

　

豊
か
な
消
費
社
会

〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〜
」

　

吉
本
住
み
ま
す
芸
人
「
飯
め
し

あ
が
れ　

こ
に
お
」
が
登
場
！
く

ら
し
の
一
座
と
コ
ラ
ボ
し
て
ド
タ

バ
タ
芝
居
を
披
露
し
ま
す
。

と　

き
▼
５
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か　

ホ
ー
ル

内 　

容
▼
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
教
室
、

も
っ
と
安
全
！
海
外
旅
行
英
会

話
、
ジ
ュ
ー
ス
実
験

問 

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

　

意
識
調
査
や
出
前
講
座
な
ど
の

消
費
者
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ
く

平
成
30
年
度
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

モ
ニ
タ
ー
に
、
次
の
方
々
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
順
不
同
・
敬

称
略
）

◆
勝
山
市
く
ら
し
のア

ド
バ
イ
ザ
ー

　

朝
井
和
美
、
大
瀬
浪
子
、

　

林　

一
惠
、
四
谷
真
弓

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

勝
山
地
区
▼
島
田
正
儀

　
　
　
　
　
　

中
山
典
子

猪
野
瀬
地
区
▼
三
屋
惠
子

平
泉
寺
地
区
▼
竹
内
貞
子

村
岡
地
区
▼
笠
原
み
ど
り

北
谷
地
区
▼
方
堂
艶
子

野
向
地
区
▼
椿
山
信
子

荒
土
地
区
▼
中
村
三
千
代

北
郷
地
区
▼
笠
川
玲
子

鹿
谷
地
区
▼
岡
部
佳
代
子

遅
羽
地
区
▼
牧
野
榮
美
子

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

村
岡
地
区
▼
前
田
亜
由
美
、

　

山
岸
忠
祐
、
小
林
純
一

野
向
地
区
▼
棚
田
喜
代
美
、

　

山
内
則
人

荒
土
地
区
▼
多
田
輝
雄
、

　

廣
田
繁
信
、
平
泉
節
子

北
郷
地
区
▼
小
林
元
実
、

　

平
井
喜
兵
衛

鹿
谷
地
区
▼
山
内
徳
人
、

　

吉
田
隆
司

遅
羽
地
区
▼
斎
藤
喜
信
、

　

松
山
安
江

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

　

委
嘱
さ
れ
た
交
通
指
導
員
25
人

は
、
今
後
、
小
学
校
で
の
交
通
安

全
教
室
や
通
学
路
の
街
頭
指
導
な

ど
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

勝
山
地
区
▼
加
藤
俊
和
、

　

川
島　

実
、
大
道
真
知
子
、

　

小
林
太
津
男
、
谷
口
六
洋
、

　

平
泉
博
子
、
四
谷
昌
則

猪
野
瀬
地
区
▼
帰
山
一
朗
、

　

前
川
裕
子

平
泉
寺
地
区
▼
上
山
利
幸
、

　

坂
本
義
男

100

150

200

250

300

350

400

H25 H26 H27 H28 H29

321
300 297 315

356

平成25～29年度消費生活相談件数推移

年齢別相談者割合（平成29年度）
20歳未満　1％
不明　4％

20歳代　3％
30歳代　3％

40歳代　8％

50歳代
19％

60歳代
31％

70歳代以上
31％

（件）

５
月
は
消
費
者
月
間

勝
山
市
消
費
者
ま
つ
り

く
ら
し
の
ご
相
談
承
り
ま
す

く
ら
し
の
ご
相
談
承
り
ま
す

勝
山
市
交
通
指
導
員
の
ご
紹
介

勝
山
市
交
通
指
導
員
の
ご
紹
介
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平成30年度の区長さん平成30年度の区長さん
行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく区長をご紹介します。（敬称略）

◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

春
の
褒
章
・
叙
勲
の

春
の
褒
章
・
叙
勲
の

ご
紹
介

ご
紹
介

緑
綬
褒
章（
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

　

北
郷
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ンク

ラ
ブ

＝
北
郷
町
＝

　

昭
和
53
年
に
北
郷
地
区
の
女
性

有
志
が
結
成
し
、
現
在
は
70
〜
80

代
の
メ
ン
バ
ー
７
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
老
人
福
祉
施

設
を
訪
問
す
る
な
ど
、
歌
や
踊
り

を
通
し
た
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

瑞
宝
単
光
章

　

横
山　

茂
夫
さ
ん
（
69
）

＝
滝
波
町
４
＝

　

昭
和
45
年
に
勝
山
市
消
防
団
員

と
な
り
、
40
年
余
り
献
身
的
に
活

動
を
続
け
ま
し
た
。
春
の
林
野
火

災
が
多
発
す
る
時
期
に
は
、
入
山

者
に
防
火
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
予
防
広
報
に
努
め
た
ほ
か
、
災

害
弱
者
の
把
握
に
も
日
頃
か
ら
気

を
配
り
、
地
域
に
根
差
し
た
防
火

思
想
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

区　名 区長名
勝山地区

元　禄 中村　誠一
元町２(○) 大久保惠秀
元町３(☆) 和田　治男
昭和町１(☆) 皿澤　秀夫
昭和町２ 山場　　勇
昭和町３ 村上　行義
旭町１ 前田　裕児
旭町２ 石田　泰男
旭毛屋町(☆) 久保　清一
立川町 島田　正儀
上　郡 久保　金喜
上袋田 中村　美雄
下袋田 中山　勘司
上　後(☆) 南部　信一
中　後(◎) 杉平　信夫
下　後(☆) 池田　高秋
上長渕(☆) 多田耕一郎
下長渕(○) 川端　浩二
富　田 茂呂　輝夫
沢　町 上山　忠恒
芳野町(☆) 安岡　明治

猪野瀬地区
猪野口 中道庄志朗
若猪野 長谷川　正
高　島(○) 鳥山　豊一
西高島 三觜　博信
毛　屋 高井　元治
猪　野 嶋田　泰博
片　瀬 丸山　真寿
片瀬町(◎) 中村　清恵
岡横江 梅垣　靖弘

区　名 区長名
平泉寺地区

平泉寺(◎) 大久保　満
赤　尾 福田　豊彦
笹　尾 手塚　秀一
大　渡 上山　利幸
壁　倉 山田　一男
岩ケ野(○) 辻　　尊志
大矢谷 谷口　恵二
小矢谷 中村　信義
神　野 牧野　和男
経　塚 馬道　新一
平泉寺町上野 南　　清和

村岡地区
滝波町 内藤誠一郎
郡　町(○) 竹内　和徳
五本寺 斎門　重光
黒　原(◎) 荒井由紀夫
栃神谷 山岸　法明
暮　見 中村　長則
寺　尾 岸上　和彦
浄土寺 山岸　忠祐
長山町(○) 石 　　史

北谷地区
中　尾 石井　孝幸
北六呂師(○) 結川　隆一
河　合 斉藤　甚継
木根橋(◎) 佐々木貞夫
小　原 杉吉　政巳
谷 田中久明三

区　名 区長名
野向地区

龍　谷(○) 浅井　義一
竹　林 池田　克己
聖　丸(◎) 西出　健一
深　谷 平林　真一
薬師神谷 山内　則人
牛ケ谷 山口　　登
北野津又 吉川　憲男
横　倉 北川　雅敏

荒土地区
松　田 森下雄二郎
田名部 丹後長兵衛
布　市 黒田　　巌
清水島 布川　　守
北新在家 鰐渕　　茂
別　所 笠羽　龍也
境 山内　善正
戸　倉 日谷　昌保
西ケ原 袖川　源也
新　道(○) 岩倉　　治
細野口 水上　俊成
北宮地 島田　　治
堀　名 森石　哲夫
中清水 石井　和彦
伊　波 皿澤　吉朗
妙金島 齋藤　治一
新　保(◎) 多田　陽一
松ケ崎(○) 村上　正二

区　名 区長名
北郷地区

西妙金島 前田　恒男
檜曽谷 小林　重孝
新　町 平井　健祐
志比原 小林　元実
上森川(○) 島田　公一
下森川 松川　　一
東　野 笠川　甚寿
伊知地 川村　謙一
坂東島(◎) 笠羽　忠恭
北郷町上野 木下　善成

鹿谷地区
保　田 牧野　寿一
西光寺 坪内　　一
北西俣 木下　行雄
矢戸口 山口　勝美
本　郷(○) 島田　秀夫
西遅羽口 坂井　幸夫
東遅羽口 石田　秀博
杉　俣 山内　秀一
志　田 福田　政則
発　坂 嶋田　基昭
保田出村(◎) 鈴木　茂美

遅羽地区
下荒井 島田　修一
嵭　崎 仲長　豊治
大　袋(◎) 斎藤　　勝
新　道 酒井　清泰
北　山 斎藤佐智雄
蓬　生(○) 斎藤　喜信
中　島 松山　滋貞
千代田 石倉　幸徳
比　島 太田　　穣
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安心して出産、子育てができるまちを目指して
　

広
報
か
つ
や
ま
４
月
号
で

も
お
知
ら
せ
し
た
、
産
婦
人

科
医
療
の
充
実
を
応
援
す
る

た
め
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
募
集
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し

た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
ま
ち

で
産
婦
人
科
常
勤
医
が
配
置

さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で

す
。こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、産
婦
人
科
医
療
を
更
に
応
援
し
、

常
勤
医
の
定
着
と
将
来
の
分
娩
再
開
を
目
指
す
た
め
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
0
8
8
8

寄付をいただきました

長谷川　統　一さん（89）
　　　　あい子さん（88）ご夫妻　=大野市本町=

　私たち夫婦は、出産の際、大野市内の産婦人科で
は対処できなかったため、当時の勝山病院の産婦人
科でお世話になり、無事に出産することができまし
た。２人目の際にも勝山病院でお世話になり、今で
はそれぞれ家庭を持ち、孫も生まれています。
　新聞で福井勝山総合病院への寄付について知り、
このような状況でいられるのも勝山病院の産婦人科
のおかげと、感謝の思いを込めて寄付しました。

健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

協
賛
店
大
募
集

協
賛
店
大
募
集

健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
事
業
と
は

　

昨
年
ま
で
実
施
の
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
し
ま
す
。
体
に
良

い
こ
と
の
実
践
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
健
康
に
関
す
る
事
業
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
す
。（
詳
細
に

つ
い
て
は
、
８
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
、
協
賛
店
利
用

ク
ー
ポ
ン
と
の
引
き
換
え
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
協
賛
店
を
募
集
し
ま
す
。

協
賛
店
の
メ
リ
ッ
ト

• 

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
お
店
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で
き
ま
す

• 

案
内
ち
ら
し
な
ど
へ
協
賛
店
一
覧
と
し
て
掲

載
し
ま
す

• 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
店
や
事
業
所
を
紹
介

し
ま
す

お
願
い
す
る
こ
と

　

11
月
〜
12
月
末
の
期
間
、
ク
ー
ポ
ン
提
示
の

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
例
】

•
利
用
時
の
特
別
ポ
イ
ン
ト
付
与

•
定
額
以
上
の
買
い
物
で
の
割
引

•
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス　

粗
品
進
呈

な
ど
、
独
自
に
決
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

申
・
問

第7次勝山市老人福祉計画・介護保険事業計画策定記念講演会
「いつまでも元気で活躍するために」

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
高

齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
活
躍

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
自
分
の
特
技
や

趣
味
な
ど
を
楽
し
み
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
方
の
発
表

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
５
月
31
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
ホ
ー
ル

内　

容
▼
①
市
長
講
演

② 

第
7
次
勝
山
市
老
人
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
の
説
明

③ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
つ
ま

で
も
元
気
で
活
躍
す
る
た

め
に
」

　
　

健
康
長
寿
課
地
域
包
括

　

支
援
G
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

申
・
問

お孫さんの写真とともに

ふるさとチョイスHP
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健
康
な
歯
は
人
生
の
大
切
な
財
産
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
歯
を
健

康
に
保
つ
こ
と
が
重
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
勝
山
市
歯
科
医
師
会
長
の
中

道
直
司
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

勝山市歯科医師会長
中道直司先生（57）=栄町3=
（ナカミチ歯科　=郡町1=）

　

近
頃
〝
人
生
１
０
０
年
時
代
〞

と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
聞
き
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国

で
す
が
、
平
均
寿
命
が
長
い
だ
け

で
は
な
く
、
健
康
寿
命
も
長
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
病
気
が
あ
る
の
？

　

歯
と
口
の
病
気
の
多
く
は
、
口

の
中
に
い
る
細
菌
（
微
生
物
）
に

よ
る
感
染
症
で
す
。
代
表
的
な
も

の
は
む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。

　

こ
の
細
菌
は
唾
液
の
力
を
か
り

て
歯
や
口
の
粘
膜
に
付
着
し
、
細

菌
自
身
が
出
す
ネ
バ
ネ
バ
し
た
糊

状
の
物
質
に
よ
り
一
層
細
菌
を
付

着
さ
せ
、
そ
の
数
を
増
や
し
そ
の

範
囲
を
広
げ
、
病
原
性
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
（
プ
ラ
ー
ク
・
歯
垢
）

と
い
う
膜
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
が

む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因
菌
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
細
菌
は
、
唾
液
や
歯

肉
の
毛
細
血
管
か
ら
の
血
清
成
分

を
栄
養
源
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
口
か
ら

食
事
を
摂
ら
な
く
て
も
こ
れ
ら
の

細
菌
は
増
え
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
更
に
病
原
性
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
は
、
消
毒
薬
や
抗
生
物

質
に
強
い
抵
抗
力
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
歯
み
が
き
や
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
（
＊
）
な
ど
、
機
械
的
に
除
去

し
な
い
と
容
易
に
除
け
ま
せ
ん
。

歯
周
病
に
お
い
て
は
、
こ
の
病
原

性
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
す
る

こ
と
が
治
療
で

あ
り
予
防
に
な

り
ま
す
。

気
を
つ
け
る
べ
き
点
は
？

　

以
前
、
む
し
歯
や
歯
周
病
は
単

に
歯
を
失
う
だ
け
の
病
気
と
の
認

識
で
し
た
が
、
現
在
で
は
全
身
と

関
係
す
る
怖
い
病
気
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
原
因
菌
や
歯
周
病
に

よ
っ
て
分
泌
さ
れ
る
炎
症
物
質

は
、
歯
肉
の
毛
細
血
管
を
通
じ
て

体
中
を
駆
け
巡
り
、
他
の
病
気
と

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

特
に
糖
尿
病
と
の
関
係
は
有
名

で
す
。
歯
周
病
に
な
る
と
分
泌
さ

れ
る
炎
症
物
質
は
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
を
妨
げ
血
糖
値
を
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
高
血
糖
に
よ
る
血
管

の
ダ
メ
ー
ジ
で
歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
る
と
い
う
悪
循
環
が
お
こ
り
、

相
互
に
影
響
し
合
う
危
険
因
子
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
歯
周
病
に
よ
る
動
脈
硬
化

は
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
血

管
性
認
知
症
の
原
因
と
な
り
得
ま

す
。
歯
周
病
菌
の
含
ま
れ
た
唾
液

が
気
道
に
入
る
こ
と
で
誤ご

嚥え
ん

性
肺

炎
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
妊

婦
の
歯
周
病
は
早
産
、
低
体
重
児

の
出
産
に
つ
な
が
る
こ
と
や
骨
粗

し
ょ
う
症
と
の
関
係
も
指
摘
さ

れ
、
特
に
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て

は
命
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
世
代
に
お
い
て
、
む

し
歯
や
歯
周
病
の
治
療
は
も
ち
ろ

ん
必
要
で
す
が
、
常
日
頃
か
ら
歯

や
口
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
体
の
管
理
を

し
て
く
だ
さ
る『
か
か
り
つ
け
医
』

と
と
も
に
、
歯
や
口
の
管
理
を
し

て
も
ら
う『
か
か
り
つ
け
歯
科
医
』

を
も
ち
、健
康
長
寿
を
め
ざ
し〝
人

生
１
０
０
年

時
代
〞
を
生

き
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
今
年
も
歯
と
口
の
健
康

週
間
（
６
月
４
日
〜
10
日
）
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
６

月
２
日
㈯
「
す
こ
や
か
」
に
て
歯

と
口
の
健
康
週
間
フ
ェ
ス
タ
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
歯
や

口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
歯
科
医
師
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

フ
ッ
素
塗
布
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
歯
み
が
き
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
６
月
２
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
集
団
健
診
室

内 　

容
▼
歯
科
健
康
診
査
、
フ
ッ

素
塗
布
、
む
し
歯
菌
検
査

費　

用
▼
無
料

※ 

す
こ
や
か

フ
ェ
ス
タ

も
同
時
開

催
と　

き
▼
６
月
21
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
第
一
会
議
室

講 　

師
▼
池
田
忠
浩
先
生
（
池
田

歯
科
医
院
）

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

６
月
は
講
座
や

６
月
は
講
座
や

フ
ェ
ス
タ
が
開
催

フ
ェ
ス
タ
が
開
催

健
康
な
歯
で
め
ざ
そ
う

い
き
い
き
長
寿

歯
と
口
の
健
康
週
間
フ
ェ
ス
タ

健
康
講
座
「
歯
の
健
康
に
つ
い

て　

〜
義
歯
・
歯
周
病
〜
」

＊歯面に付着しているプラーク、歯石、その他の沈着物をスケーラ－などで機械的に除去
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勝山市民限定　入場券先行販売!!
5月12日㈯～16日㈬  午前10時～午後5時
販売場所▶ジオアリーナ（窓口販売のみ）

午前8時 開場　公開稽古
午前11時 幕下以下取組
 初切、相撲甚句、太鼓打分 など
午後0時30分 十両土俵入り
午後1時 十両取組
午後1時30分 幕内・横綱土俵入り
  記念セレモニー、幕内取組
午後3時 弓取式、打ち出し（終了）
※ 一部変更になる場合があります。
　予めご了承ください

興業内容 入場券（税込）
タマリＳ席▶1万3,500円（1人）*
タマリＡ席▶1万2,500円（1人）*
ペアマス席▶2万3,000円（2人）*
イ ス Ｓ 席▶9,000円（1人）
車 椅 子 席▶1万8,000円
　　　　　　（2人うち付添1人）
イスＡ席（2F）▶6,000円（1人）
イスＢ席（2F）▶3,500円（1人）
＊記念座布団付き

※一般販売は5月19日㈯
　午前10時～

　勝山サンプラザほか
※ 詳しくは日本相撲協会ホー
ムページまたは市ホーム
ページをご覧ください

主催／大相撲勝山場所実行委員会
後 援／勝山市、勝山市教育委
員会、勝山市スポーツ協会、
FBC福井放送
問 スポーツ課（ジオアリーナ
内）☎88 ｰ 8127

広報かつやま5月号 №762 　　 8

平
成
30
年
度
勝
山
市

職
員
採
用
候
補
者
後
期
試
験

受
付
期
間
▼
７
月
2
日
㈪

〜
８
月
22
日
㈬

※ 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
９
月
16
日
㈰

※ 

二
次
試
験
の
詳
細
は
、
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
」

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
▼

　

事　

務　

職　

1
人
程
度

　

土
木
技
術
職
┘
２
人
程
度

　

建
築
技
術
職
└

受
験
資
格
▼
下
表
の
と
お
り

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、

作
文
試
験
、
専
門
試
験
（
土
木
技

術
職
・
建
築
技
術
職
）

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
人
事
職
員

グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
11
月
中
旬

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

申
・
問

試験区分 事　務　職 土木技術職・建築技術職

受験資格 問わない
土木または建築一般に関する専門技術
を有する、または平成31年3月末日ま
でにその知識の習得が見込まれる方

生年月日
　　平成元年4月2日～
　　　　平成13年4月1日

　　　昭和54年4月2日～
　　　　　　　平成13年4月1日

職
員
採
用
説
明
会

と　

き
▼
８
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か　

ホ
ー
ル

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

「白山平泉寺 よみがえる宗教都市」
7月8日㈰　午後１時～4時30分

市民会館　大ホール

　　　　　「世界の中世都市と白山平泉寺（仮）」
仁木　宏 氏（大阪市立大学教授）

「世界の史跡と
　　　　  白山平泉寺の価値（仮）」
　千田嘉博 氏（奈良大学教授）

「白山平泉寺のこれから」
仁木 宏 氏、千田嘉博氏、春風亭昇太氏　ほか

春風亭昇太氏　ほか

ま
ほ
ろ
ば
入
館
者
数

20
万
人
突
破

　

平
成
24
年
10
月
の
開
館
以
来
の
入

館
者
数
が
20
万
人
を
突
破
し
ま
し
、

20
万
人
目
と
な
っ
た
畑
江
雅
子
さ
ん

（
東
京
都
出

身
）
と
平
泉

寺
小
学
校
の

児
童
た
ち
と

記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ

れ
、
く
す
玉

が
開
披
さ
れ

ま
し
た
。

申込締切　6月13日㈬　必着
　下記のとおり往復はがきに記入し、「〒911-
8501 勝山市教育委員会 白山平泉寺発掘30周
年記念シンポジウム係」へ郵送してください
【往信用裏面】 ①郵便番号②住所③名前
 ④年齢⑤電話番号
【返信用表面】 ①郵便番号②住所③名前
【返信用裏面】 何も書かないでください
※ 応募多数の場合、抽選で入場整理券を送付
※ 当選通知1枚で2人入場可（当選は1人1枚）
問史蹟整備課（教育会館２階）☎88 ｰ 8113
※ このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行
者協議会からの拠出金を受けて実施するものです

祝！発掘30周年
記念シンポジウム

①講　演 ②パネルディスカッション

③記念落語

撮影：畠中和久
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

取
立
山
が
か
つ
て
火
山
で
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
取
立
山

は
、
勝
山
市
の
北
谷
町
に
あ
る
標
高

1
3
0
7
・
2
m
の
山
で
す
。
毎
年
5

月
ご
ろ
に
開
花
す
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の

群
生
地
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
多

く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
山
で
す
。

　

ち
な
み
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
英
名

は
、A

sian Skunk C
abbage

（
直

訳
す
る
と
ア
ジ
ア
ス
カ
ン
ク
の
キ
ャ
ベ

ツ
）
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
に
似
た
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
英
名
：

Skunk C
abbage

（
ス
カ
ン
ク
の
キ
ャ

ベ
ツ
））
と
い
う
悪
臭
を
放
つ
花
か
ら

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
話
が
そ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
山
は
、
今
か
ら
約
１
０

０
万
年
前
に
活
動
し
た
火
山
で
す
。
取

立
山
に
至
る
登
山
道
沿
い
の
崖
や
滝
谷

に
あ
る
大
滝
で
は
、
そ
の
火
山
活
動
の

痕
跡
で
あ
る

溶
岩
や
火
砕

岩
（
火
山
活

動
で
放
出
さ

れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
大
き
さ

の
砕
屑
物
が

固
ま
っ
て
で

き
た
岩
石
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
か
な
か
一
人
で
行
っ
て
も

分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ

ド
の
会
の
ガ
イ
ド
に
依
頼
し

て
案
内
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、

自
然
観
察
会
に
参
加
し
て
案
内
を
受
け

た
り
す
る
こ
と
で
、普
通
だ
っ
た
ら
〝
た

だ
の
崖
〞
と
し
て
見
て
い
た
も
の
が
意

味
の
あ
る
〝
地
層
〞
に
な
り
ま
す
。

火
山
の
定
義

　

取
立
山
の
よ
う
に
歴
史
時
代
に
噴
火

記
録
の
な
い
火
山
の
こ
と
を
か
つ
て
は

「
死
火
山
」、
現
在
休
ん
で
い
る
火
山
の

こ
と
を
「
休
火
山
」、
現
在
噴
火
し
て
い

る
火
山
を
「
活
火
山
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
歴
史
記
録
が
な
く
て

も
火
山
噴
出
物
の
調
査
か
ら
比
較
的
新

し
い
噴
火
の
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
り
、

数
千
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
休
止
し
た

後
に
活
動
を
再
開
し
た
り
し
た
事
例
も

あ
り
、
現
在
で
は
、
活
火
山
の
定
義
が

「
概
ね
過
去
1
万
年
以
内
に
噴
火
し
た

火
山
お
よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の

あ
る
火
山
」
と
な
り
、
1
1
1
の
火
山

が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

歴
史
時
代
の
噴
火
活
動
の
有
無
だ
け
で

分
類
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
こ
と
か

ら
「
死
火
山
」
や
「
休
火
山
」
と
い
う

言
葉
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

問 

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第30回－　取立山火山－第30回－　取立山火山
大　滝

ミズバショウ

勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」

平成30年度は新たに118人の入学生を迎えました。始業式では、全校生徒367人に対し、自ら進んでいろいろ
なことに挑戦する１年にしてほしいと激励しました。本校は私にとっても母校でありますので、地域の学校

として、市民の皆さま方により一層信頼
され、期待に応えることができるよう、
教職員とともに頑張って参りたいと存じ
ます。今年度も引き続き、本校の教育活
動にご理解とご支援を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

【校長　油谷　泉】

　勝山高校では、「学力向上」と「進路希望の実現」を進路指導の目標
に掲げて指導しています。
《国公立大》

神戸大学２人、金沢大学６人、福井大学６人、富山大学３人、
新潟大学２人、福井県立大学８人、京都府立大学など

《私立大》
同志社大学、立命館大学、関西大学、関西学院大学、仁愛大学、
福井工業大学、福井医療大学、金沢工業大学など

《公務員》
福井県警２人、神奈川県警１人、航空自衛隊１人

《民間企業》
ＪＲ西日本１人、日本郵便１人、奥越地区５人、
その他県内２人、県外２人

卒業生の進路状況

ぜひ、勝高ホームページをご覧ください　http://www.fki-katsuyama-h.ed.jp/

国公立大学
34

私立大学
37

専修・
各種学校
25

民間企業 11 その他 2

短期大学
14

公務員 4

平成29年度卒業生（127人）の進路状況
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後期高齢者医療保険人間ドックのご案内後期高齢者医療保険人間ドックのご案内
国保資格喪失後の受診に国保資格喪失後の受診に

ご注意くださいご注意ください
後
期

国
保

受診期間▶7月～平成31年2月
対　　象▶ 後期高齢者医療保険加入の市内在

住の方
と こ ろ▶JCHO福井勝山総合病院
受付期間▶5月21日㈪～ 25日㈮
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
定　　員▶24人（定員に達し次第締切）
自己負担額▶1万3,380円（概算）
申 込方法▶後期高齢者健診受診券（5月中旬郵
送）を持参のうえ、下記窓口までお越しく
ださい

※電話での受付は行いません
<注意事項>
•受診予定日を後日ハガキにてお知らせします
• 実際の自己負担額は医療機関でご確認くだ
さい

• 人間ドックを受診された方は、健診を受診
できません

• 後期高齢者医療保険料を滞納している方は、
お断りします
市民・環境課（市役所1階）☎88 ｰ 8102

　社会保険などへの加入や転出により、勝山市
国保の資格がなくなった場合、勝山市国保健康保険証
を使用して医療機関などを受診すると勝山市が負担し
た医療費の給付分を返還いただくことになります。
◆ 次の場合に、勝山市国民健康保険証を使用すると医
療費を返還いただくことになります

① 社会保険などに加入したが、勝山市への国民健康保
険の喪失手続きが終わっていない場合

② 社会保険などに加入したが、新しい保険証が交付さ
れていない場合

③ 社会保険などにさかのぼって加入したことにより、
勝山市国民健康保険の資格をさかのぼって喪失した
場合

④ 転出先の市町村から保険証を交付されていない場合
◆資格喪失手続き方法
　保険証を持参のうえ、下記窓口までお越しください
※ 新しい保険証を医療機関に提示し、保険の変更をお
知らせください

※ 職場が本人に代わって手続きを行うことはありませ
ん
市民・環境課（市役所1階）☎88 ｰ 8102

年
金

～年金額アップ・受給資格取得のために～～年金額アップ・受給資格取得のために～

　過去５年以内の納め忘れた保険料を納付で
きる「後納制度」があります。
後納制度で２年以上前の保険料を

納付するメリット
●年金の受給資格が得られる可能性があります
●将来受け取る年金額が増額します
【例】平成25年5月分を納め忘れた場合

→ 平成30年5月末まで納付可能となります
制度利用期間▶9月28日㈮まで
※ 審査の結果、後納制度をご利用いただけな
い場合があります。予めご了承ください

　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特例を
受けた期間などがあると、保険料を全額納めたときに
比べ、老齢基礎年金の受給額が少なくなります。
　将来受け取る年金額を満額に近づけたい場合、上記
の期間については10年以内であれば、追納制度を利
用して保険料をさかのぼって納めることができます。
【例】 平成30年4月～平成31年3月まで学生納付特例を

受けた場合、平成41年3月まで追納が可能
※ 一部免除を受けた期間に、残りの納付すべき保険料
を納付していない場合は、追納できません

※ 老齢基礎年金受給者は追納制度をご利用いただけま
せん

※ 追納は免除などを受けた期間のうち、原則古い期間
の保険料から納めていただきます。

後納制度をご存知ですか？ 追納制度をご利用ください！

問福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516
　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102

＝1,624円（年額）

納め忘れが
ある方

免除などを
受けた方

1か月分の後納保険料を納めることにより
老齢基礎年金が増額される目安

　　　77万9,300円*
480か月（40年×12か月）

＊平成30年度4月時点の満額の年金額（年額）

健康で快適な生活を送るために

申・問申・問

ねんきんネットをご利用ください！
「ねんきんネット」に登録すると、これまでの年金記録や
見込み額などが確認できます。市役所でも申込みおよび
記録の交付をしていますので、ぜひご利用ください。
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市内初のふるさと茶屋がオープン
■4月8日　縄文の里

　市と県の補助を受け、縄文の里料理研究会と遅羽
町住民協議会が古民家を改修した「縄文の里」が勝
山駅前にオープンしました。軽食やランチが提供され、
地域のにぎわい創出の場として期待されます。

点訳で優しいおもてなし
■4月5日　カフェアンドレストランHUTTE

　勝山市観光まちづくり㈱の委託を受け、点訳サークル
「ふきのとう」が作成した点訳メニュー表が市内飲食店
に配布されました。メニュー表にはお店の紹介などもあ
り、視覚障がい者の方も安心して食事を楽しめます。

新たな子どもの見守り活動始まる
■4月11日　元町交番前

　子どもの登下校に合わせて犬の散歩を行い、地域
の児童、生徒の安全を見守る活動が始まりました。目
印の黄色いバンダナは勝山ロータリークラブが配布。
同クラブでは協力してくれる飼い主を募集中です。

教訓を忘れずに
■4月13日　元町１丁目周辺

　明治29年4月13
日に起き、勝山町
全戸数の80％を消
失した勝山大火を
教訓とする春季消
防訓練が行われま
した。毎年大火と
同日に開催され、
訓練後は恒例の市
無形民族文化財「走
りやんこ」が行わ
れ、消防団員がま
といリレーで速さ
を競いました。

左義長やぐらをお披露目
■4月30日　勝山城博物館

　勝山城清明茶会が
今年も開催され、県
内外から訪れた約
320人が茶を堪能し
ました。当日は、下
袋田区から勝山市に
寄贈された左義長や
ぐらが、市と博物館
との連携事業により
お披露目され、やぐ
らの前の野だて席は、
お祭りの雰囲気とあ
いまった華やかな雰
囲気でした。

幽玄の美をたもつ人の力
■4月22日　平泉寺

　観光シーズンを前に平泉寺の一斉清掃が行われ、
地域住民やボランティアなどが約200人参加しまし
た。大阪から参加した方もおり、約４時間の作業で
周辺は元のたたずまいを取り戻しました。
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Ｕ・Ｉターンコラム

U
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

地
域
お
こ
し
協
力
隊

薩さ
っ  

田た  

未み  

和な
さ
ん

＝
昭
和
町
1
＝

勝
山
の
魅
力
発
信
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
と
つ
な
ぐ

　

今
回
は
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

薩
田
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

薩
田
さ
ん
は
、
東
京
都
の
出
身
で
、
勝
山
の
自
然
が
気
に
入
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
の
1
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
勝
山
に
来
て
か
ら

は
、
勝
山
の
こ
と
を

知
る
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
や
飲
食
店
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
」
と

情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
薩
田
さ
ん
。「
実

際
に
会
話
や
体
験
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
魅
力
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
」
と
ど
ん
な
方
が

ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

か
、
ど
ん
な
体
験
か
な
ど
、
自

分
の
目
と
耳
と
肌
で
感
じ
る
勝

山
の
魅
力
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

薩
田
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
情
報
技
術
を
活
か
し
、

勝
山
の
魅
力
を
市
外
の
方
に
広

く
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
商
品
を

誰
で
も
手
軽
に
ゲ
ッ
ト

　
「
よ
り
多
く
の
方
が
手
軽
に
商

品
を
買
え
る
よ
う
に
、
ゆ
め
お
ー

れ
勝
山
と
協
働
で
、
販
売
サ
イ
ト

を
制
作
し
ま
し
た
。
操
作
は
と
て

も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、ゆ
く
ゆ
く
は
、

勝
山
の
様
々
な
特
産
品
を
買
え
る

よ
う
な
サ
イ
ト
も
制
作
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と

得
意
分
野
で
の

活
動
に
意
欲
を

示
し
て
い
ま
す
。

勝
山
の
豊
か
な
自
然
の
香
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

　

勝
山
に
来
た
と
き
に
見
た
山
や

田
園
風
景
に
魅
了
さ
れ
た
薩
田
さ

ん
。「
こ
の
感
動
は
も
ち
ろ
ん
花

や
田
ん
ぼ
か
ら
香
る
匂
い
を
多
く

の
方
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
風
景
と
香
り
を
楽
し
め
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
制
作
・
ネ
ッ

ト
配
信
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
い
し
い
勝
山
の
食

べ
物
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
お
食
事
処
も
マ
ッ
プ
上
で

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

県
外
の
方
に
情
報
を
発
信

　
「
勝
山
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
他
市

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携

し
、
有
効
な
手
段
を
模
索
し
て
い

ま
す
」
と
県
外
に
向
け
た
情
報
発

信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。市民の皆さまへ

　皆さまからいろいろ学ばせ
ていただけたらと思っていま
す。また、自分のもてる技術
で勝山を活性化していきたい
と思いますので、よろしくお
願いいたします。

調査・体験

ネット販売
サイト

各市町の地域おこし
協力隊と連携

サイクリング
マップ

勝山を味わい尽くすblog（ブログ）
URL：http://biog.livedoor.jp/nix411-katsuyama/

ゆめおーれ勝山
ネットショップ
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

⑭

　

今
回
は
４
月
１
日
に
北
野
津
又
区
で
行

わ
れ
た
遺
徳
講
を
紹
介
し
ま
す
。

　

北
野
津
又
の
遺
徳
講
は
蓮
如
上
人
御
忌

法
要
と
し
て
、
従
来
は
４
月
２
日
・
３
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
現
在
は

お
た
ま
屋
集
落
セ
ン
タ
ー
で
午
前
に
「
お

日
中
」
を
、
午
後
に
「
お
逮
夜
」
を
１
日

で
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
法
勝
寺
住
職
の

布
教
で
行
わ
れ
、「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
に
始

ま
り
、「
伽
陀
」、「
広
如
上
人
御
消
息
」
が

読
み
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す

る
と
「
倩
蓮
如
上
人
の
高
徳
を
お
も
ん
み

る
に
…
た
ゝ
阿
弥
陀
如
来
を
一
心
一
向
に

た
の
ミ
奉
り
て
、
か
ゝ
る
十
悪
五
逆
の
罪

人
も
、
五
障
三
従
の
女
人
ま
て
も
、
ミ
な

た
す
給
へ
る
…
報
謝
経
営
怠
慢
有
ま
し
く

候
也
、
あ
な
か
し
こ
〳
〵
」。
続
い
て
「
御

文
」が
何
通
か
読
ま
れ「
お
説
教
」が
あ
り
、

こ
れ
が
２
度
ば
か
り
繰
り
返
さ
れ
る
。「
御

文
」
は
蓮
如
が
全
国
の
門
徒
に
手
紙
形
式

で
発
信
し
た
二
百
数
通
の
仮
名
書
の
法
語

で
、
信
心
を
訴
え
る
内
容
を
や
さ
し
い
言

葉
で
表
現
し
講
で
読
み
聞
か
さ
れ
た
。

　

遺
徳
講
の
由
来
に
つ
い
て
「
野
津
又
遺

徳
講
由
緒
書
」
に
は
「
…
越
前
大
野
郡
北

袋
の
郷
野
津
俣
里
は
蓮
如
上
人
掛
錫
の
地

で
あ
る
。
里
人
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

宝
徳
元
年
（
１
４
４
９
）
…
加
賀
よ
り
、

万
仭
の
険
路
を
越
へ
、
大
日
の
峠
に
か
ゝ

り
そ
の
日
黄
昏
に
お
よ
ん
で
野
津
俣
の
里

山
の
端
佐
々
木
入
道
西
順
の
館
に
着
か
れ

た
…
」
と
あ
る
。
こ
の
館
が
後
の
野
津
又

道
場
（
長
勝
寺
）
で
あ
る
。
長
勝
寺
は
そ

の
後
元
和
元
年
（
１
６
１
５
）
に
大
野
寺

町
に
移
り
、
村
人
は
そ
の
跡
に
「
御
霊
屋
」

を
建
て
遺
徳
講
を
結
ん
だ
。

　
「
御
霊
屋
」
と
は
貴
人
の
御
影
な
ど
を
祀

る
建
物
の
こ
と
で
、
現
在
は
「
蓮
如
上
人

御
影
像
」
と
「
広
如
上
人
御
消
息
」
な
ど

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
御
消
息
は
慶
応
４

年
（
１
８
６
８
）
に
、
西
本
願
寺
20
世
広

如
上
人
か
ら
野
津
又
遺
徳
講
同
行
に
送
ら

れ
た
。

　

お
た
ま
屋
周
辺
に
は
佐
々
木
長
勝
墓
、

遺
徳
会
が
立
て
た
「
蓮
如
上
人
御
旧
跡
」

や
「
蓮
如
は
ん
清
水
」
の
碑
の
ほ
か
、
五

三
の
松
な
ど
５
基
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
な
お
蓮
如
上
人
は

こ
の
地
で
３
年
に
わ
た

り
布
教
を
続
け
、
そ
の

足
跡
は
蓮
如
上
人
に
因

ん
だ
腰
掛
石
や
御
掛
錫

と
し
て
、
市
内
各
地
に

十
数
基
見
ら
れ
る
。

今
回
はは

に
北
野
津
又
区
で

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

　

平
成
30
年
３
月
24
日
〜
29
日
の
４
泊
６
日

で
、
13
人
の
中
高
生
と
３
人
の
引
率
者
で
ハ

ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

ハ
ワ
イ
訪
問
の
前
に
、
８
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、ハ
ワ
イ
の
歴
史
や
文
化
、

英
会
話
、海
外
に
行
く
際
に
必
要
な
知
識（
入

国
・
税
関
の
説
明
、
安
全
、
体
調
管
理
）
な

ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
、
勝
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
ハ
ワ
イ
の
モ
ア
ナ
ル
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
モ
ア
ナ
ル
ア
高

校
の
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
英
語
で
自
己
紹
介
や
学
校
生

活
、
勝
山
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ハ
ワ
イ
の
言
葉
や
歌

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
緒
に
お
弁
当

を
食
べ
た
り
、
レ
イ
を
作
っ
た
り
、
ハ
ワ
イ

の
学
生
た
ち
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

交
流
以
外
に
は
、ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
や
、

イ
オ
ラ
ニ
宮
殿
、
真
珠
湾
な
ど
を
訪
れ
、
ハ

ワ
イ
の
歴
史
や
伝
統
的
な
文
化
、
自
然
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
参
加
者
に
と
っ
て
、
現
地
の

人
々
と
の
交
流
や
英
会
話
、
ハ
ワ
イ
の
歴
史

や
異
文
化
を
学
習
で
き
た
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
有
意
義
で
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
体
験
を
未
来
へ
と
繋
げ
、
今
後

の
人
生
に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
国
際
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

未来へ続く6日間未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来へへへへへへへへへへへへへへへへへ続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく66666666666666666666日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
～平成29年度勝山市ハワイ青少年交流事業～～平成29年度勝山市ハワイ青少年交流事業～
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件数内訳 平成30年4月末 前年比

総件数 １６３件 －４件

人身事故
（うち高齢者）

６件
（３）

－２件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

－１人
（－１）

傷　者 ６人 －３人

物損事故 １５７件 －２件

５月の納税

３月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ４月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,244人 4 －18 －14 22 －26 －4 11,226人 －18人
女 12,341人 7 －12 －5 24 －38 －14 12,322人 －19人

合　計 23,585人 11 －30 －19 46 －64 －18 23,548人 －37人
世帯数 7,978世帯 7,976世帯 －2世帯

人口の動き

軽自動車税▶第１期　　　
納期限▶５月31日㈭　口座振替▶５月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　4月のマイステージは、「脳トレにチャレンジ」
と「歌の披露」がありました。歌の披露では、皆
さんの渋い歌声を堪能することができました。
　5月20日㈰のマ
イステージは、芳
野亭笑翁さんによ
る落語の披露を予
定しています。皆
さまのお越しをお
持ちしています。
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆坂東英子さんの
　　　　押し絵作品展
　日本古来から親しまれてい
る優美な押し絵を展示します。
展示期間▶5月1日㈫～19日㈯

◆山腰艶子さんの色えんぴつ画作品展
　猫や仔犬、身近な植物を題
材に優しい色を重ねられ丁寧
に描かれています。
展示期間▶5月21日㈪～

6月3日㈰
※20日㈰は教育会館休館日です
問勝山公民館（教育会館1階）☎88 ｰ 0800

申・問

Tulsi’sワンポイント英会話レッスン
Let's Go On Vacation
旅にはトラブルがつきものです。旅行先で困った時
の英会話を勉強して楽しい旅に出かけましょう

Excuse me. Can you help me?
すみません。手伝ってくれますか？

My room key is not working!
部屋の鍵がかかっていて、入れない

What can I help you with?
何でしょうか？

5月のテーマ

《その他の例》　
　The toilet is clogged! トイレが詰まっている
　I lost my wallet! 財布をなくした
　My phone battery died. Is there somewhere I can charge it?
　携帯の電池がきれた。充電できる所がある？

　‘鍵がかかっている’や ‘ト
イレが詰まった’は３月にハ
ワイで行われた青少年交流事
業で、実際に学生たちが経験
したことです。覚えておくと
役に立つかもしれませんね。


